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プログラムの目的及び内容

全学科・学年で必修となっているセミナー、少人

数で行っている語学教育を基礎とした本学独自の教

育力で培った自己表現力を持つ学生に、タイムリー

な情報を提供する。また、さまざまな分野で活躍す

る卒業生との交流を奨励することにより、社会参画

を支援する。

豊富な情報は在学生に限らず、卒業生にも積極的

に提供し、卒業生のキャリアアップ、再就職、転職

等にもシームレスに寄与することを目的とする。

到達目標

社会で活躍する卒業生と大学とのネットワークを

確立し、在学生がそれらロールモデルと気軽に交流

できる体制を整える。同時に、大学が支援する対象

は在学生だけではなく、卒業生もその対象であると

いうことを再確認し、様々な分野で本学の教育力に

裏付けられた能力を発揮しつつ、息の長い活躍がで

きる人材の輩出に努める。未曾有の不況にも対応す

るために、在学生が就職活動を安心して行える環境

を整備しつつ、また困難を経験している卒業生に対

しても、シームレスに転職・再就職等の情報を適宜

提供できる、双方向性のある就職支援推進プログラ

厶を構築する。

プログラムの実施内容

企業や卒業生の助言も反映できる、学長を委員長、

研究支援担当学長特別補佐を副委員長とする就職支

援推進プログラム委員会を設置し、本委員会が中心

となり、学内関係機関の理解と協力を得ながら、事

業を実施した。

就職を巡る緊急事態に対応できる体制整備をはじ

め、学生のメンタル面の支援のためのカウンセラー

の増員、24 時間対応の電話によるトータルヘルスケ

アサービスの導入など、現状の問題点を解消する取

り組みを行った。また、本学同窓会を軸とした卒業

生との連携ならびに卒業生への支援、コミュニケー

ションツールを活用した各種支援対象へのタイム

リーかつ適切な情報提供システムの確立、都心で就

職活動をする学生及び転職を目指す卒業生の支援拠

点としての千駄ヶ谷キャンパスの整備などを行った。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

本プログラムの実施体制として、学長を委員長と

する就職支援推進プログラム委員会を組織し、委員

会を毎月開催した。その決定事項は教授会で教員に、

事務局会議で職員に周知した。研究支援担当学長特

別補佐が主宰する研究支援会議では、本プログラム

をはじめ本学が取り組んでいる補助事業等の代表者

が出席し、それぞれの実施進捗状況等を毎月報告し、

情報共有を行い、全学的な協力体制が整えられた。

学生に対しては、本学各種 Web サイト、学内掲

示、チラシをはじめ、本プログラムとして実施され

る各種イベントの際にも告知を行った。本学広報誌

“Tsuda Today”に定期的にプログラムの成果を掲載

し、在学生の父母や卒業生や広く一般にも周知した。

２．当該プログラムの成果

①自己評価は、どのような観点で行ったか。

自己点検報告書作成にあたり、これまで本補助事

業の企画運営を担ってきた就職支援推進プログラム

委員会の委員（８名）による自己点検に加え、学外

者（１名）、並びに就職支援推進プログラム委員以外

の学内者（４名）に点検評価を依頼した。

学外者および委員会以外学内者には、補助事業期

間に実施した活動内容を取りまとめた報告書を基に、

プログラムが掲げた「到達目標」をどれだけ達成し

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒187－8755 東京都小平市津田町2-1-1
学校法人 津田塾大学

在学生／卒業生を対象としたシームレスな就職支援推進プログラム

私立 津田塾大学

取組内容とその成果
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たかについて点検・評価を依頼した。

活動内容の報告書には、実施した活動ごとに、次

のア～キを記述した。

ア 活動の内容

イ 活動の実施期間

ウ 活動に要した経費（千円単位）

エ （実施した活動が学生向けのイベント等の場合

は）その宣伝・告知方法

オ 参加者数、利用者数、登録者数、実施回数な

ど客観的な情報に見る活動の実績

カ 参加者・利用者アンケートや④から読み取れ

る活動の成果

キ 以上をふまえた次年度以降の計画

同時に、就職支援推進プログラム委員会の委員一

人ひとりが同様に自己点検評価を実施し、計 13 名が

同一の点検シートに点検評価結果を記述し、それら

に基づき、最終的な自己評価を行った。その結果を

事項②にまとめる。

自己点検の際に使用した次の２点の資料は、本報

告書資料として添付する。

・「『在学生／卒業生を対象としたシームレスな就

職支援推進プログラム』（2009( 平成 21) ～ 2011( 平成

23) 年度）主な実施活動・周辺活動 一覧」（外部者

の点検評価用に作成した報告書）

・「『在学生／卒業生を対象としたシームレスな就

職支援推進プログラム』自己点検評価

シート」および評価者の回答（抜粋）

②到達目標に達したか。

本学が掲げる目標を、大きく次の３つに分けて点

検評価を行った。

目標１：様々な分野で本学の教育力に裏付けられ

�た能力を発揮しつつ、息の長い活躍ができる人材

の輩出に努める。

目標２：未曾有の不況にも対応すべく、在学生が

就職活動を安心して行える環境を整備する。

�目標３：困難を経験している卒業生に対しても、

シームレスに転職・再就職等の情報を適宜提供す

る。

目標１は、（１）学内各部署、教員、そして本学同

窓会の協力も得つつ、在学生に多様な卒業生と交流

する場を設ける企画と、（２）キャリア教育科目の開

講を軸に計画・実施した。補助金対象事業というメ

リットを生かし、通常の予算の中では実施を躊躇し

がちな「極めて少人数」を対象に実施し、その効果

を確認した。

様々な業界やライフステージで活躍中の卒業生と

の交流は、学生にとって卒業後の進路を身近に考え

る非常に良い機会となった。15 回開催した「活躍す

る卒業生との懇談会」は、学生のワークスタディと

セミナーを活用し、同窓会との窓口である交流館の

支援の下、懇談会の企画・運営及び報告（ニューズ

レターの発行）・情報発信する体験を通して各種のス

キルを身に付けることができた。教員に呼びかけセ

ミナー単位で実施した企画では、１年次の授業時間

を利用したケースもあり、低学年から卒業を考える

機会作りに繋がった。キャリア教育科目として全学

を対象に 10 科目を開講し、教育課程でのキャリア教

育への取り組みを位置付けることができた。

これまで就職支援活動は、専門とする部署（学生

生活課）が主に担当してきたが、本プログラムにより、

全学的に取り組む体制が整備されて活動が強化され

たと確認した。一方で、教育課程におけるキャリア

教育内容の一層の充実、全学的な協力体制や同窓会

との連携等については継続的な取り組みが必要であ

ると指摘された。

以上により、目標１はその目標を十分に達成した

ものと判断された。

目標２については、（１）証明書自動発行機の導入

や、大学へ届いた求人情報を自宅からでも検索でき

るシステムの導入など、学生の就職活動を支えるイ

ンフラの整備と、（２）「公開模擬面接」など新たな

実践的トレーニング企画の実施や、心身の不調に対

応するカウンセラーの増強、法的措置が必要となっ

た場合の弁護士との連携など、ソフト面の充実から

実施した。証明書自動発行機や就職支援システムの

導入、千駄ヶ谷キャンパスにおける都心活動拠点の

整備は、学生の就職活動を行う上での時間と場所の

制約を大幅に改善し、利用件数実績からその利便性

向上が確認された。

就職活動を終えた４年生の経験から発案され実施

した企画（「公開模擬面接」「就活を終えた４年生と

の懇談会」「活躍する卒業生との懇談会」）は、実践

的な内容で参加者の就職活動への不安解消に繋がり、

満足度が高いことがアンケートで確認された。

カウンセリングは、授業期間の対応時間の増加、

長期休暇期間もスタッフを配置し、24 時間対応の電

話相談サービスも新たに導入した。内定取消など法

的対応が必要な場合、顧問弁護士に依頼できる体制

を整え、就活を進める学生が遭遇しうる不測の事態

に備えたバックアップ体制が完成した。
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今後の課題として、教員の一層の協力や千駄ヶ谷

キャンパスの立地を生かした活用、情報通信技術等

の進化に対応したインフラの充実等が望まれた。

以上により、目標２は必要十分な点には到達した

ものと自己評価する。

目標３：困難を経験している卒業生に対しても、

シームレスに転職・再就職等の情報を適宜提供する。

ここでの「卒業生」は、卒業後間もない者を想定

している。卒業してしまうと、大学が遠い存在にな

り、既卒求人として大学に届く貴重な情報も提供の

機会を逃しがちであった。今回の取組では改善のた

め、卒業生のための就職情報提供を目的としたメー

リングリストを作成し、卒業直前に一斉加入を推奨

し、卒業生に対しても在学生と同様に求人情報を提

供する体制を構築した。 配信する情報の充実を図

るために、同窓会を通して同窓生に協力を呼びかけ

た。同窓会本部及び支部との情報交換を定期的に実

施し、卒業生のニーズを的確に把握し、かつ就職支

援に関わる協力体制が整った。同窓生への情報提供

をシステマティックにするため、共同で業種ごとの

卒業生情報のデータベース化を開始した。

卒業生、特に若年層への就職支援体制は本取組期

間中に整備されたが、継続的に卒業生への情報提供

等の体制を整えることは課題となっている。個人情

報保護のため成果等の追跡調査ができず、成果が明

確に把握できなかった部分があり、今後の検討課題

とされた。

目標３は、目標に到達したと自己評価する。しかし、

ここに留まらず、特にソフト面において安定的に充

実させる体制の完成を目標到達点と考えたい。

③具体的な成果は何か。

本プログラムでは具体的な成果としては、次の通

りである。

（１）全学的な就職支援への取組体制の構築

（２）就職活動を支援する環境とセーフティネッ

ト・緊急時対応体制の整備

（３）在学生・卒業生・大学を結ぶネットワーク

の再構築と強化

（４）本学の特長を生かしたプログラムの実施に

よる、学生の就業力の向上

本プログラムにより、教員・職員・同窓会・卒業

生という、大学組織全体が関わる体制を構築できた

ことは非常に大きな成果である。キャリア教育科目

の教育課程の中にキャリア教育の位置づけ、セミナー

単位での卒業生を囲む懇談会の実施等から、教育・

研究と将来像（ロールモデル）のマッチングを学生

に実感させることができた。

補助事業の採択により、証明書自動発行機や求人

情報提供システム等の導入、都心の就職活動拠点と

して千駄ヶ谷キャンパスを情報インフラ中心にス

ピーディに整備し、学生の利便性を格段に向上させ、

就職活動を支援することできた。心身の不調に対応

するカウンセラーの増強、法的措置が必要となった

場合の弁護士との連携等によるセーフティネット・

緊急時の対応体制を整え、物心の両面から学生を支

えることができるようになった。

本学の特長である「少人数」に留意して取り組ん

だ諸活動の多くは、この特長を就職支援にも効果的

に活かすことができることを多数検証できたことも

成果の一つであり、実施したプログラムの多くは、

短期的に効果の見える就職活動のハウツーではなく、

新たな＜気付き＞を誘発し、キャリアプランニング

に繋がることも成果と考えている。

この取組を通して、組織のネットワーク、そして

人的なネットワークが構築された。特に同窓会とは

情報交換を通じて連携を図り、共同で取り組むこと

となった職種別データベース構築をはじめ、相互に

就職活動を支援していく関係を強化していきたい。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

本プログラムの実施により得られた成果を定着・

発展させるため、次のように活用する。

①全学的な就職支援体制の継続

就職支援プログラム委員会を実施母体として、取

組期間に達成した大学組織全体および同窓会に協力

を得たキャリア支援体制を継続し、教員にも呼び掛

け、本学の特長である「少人数」をより活かした就

職支援を行う。早期にロールモデルと接触するメリッ

トを学生・教員に浸透させ、教育課程を見直し、キャ

リア教育科目や正課内のキャリアの位置付けを再確

認する。学生がプログラムに参加しやすい環境を整

え、多くの人数に機会を提供する工夫をする。

②就職支援環境整備の継続

証明書自動発行機や就職情報システム、都心の就

職活動拠点の整備というハード面の成果を活かし、

就職情報システムのデータベースの充実や、都心キャ

ンパスを会場にした支援プログラムの実施等、ソフ
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「在学生 / 卒業生を対象としたシームレスな就職

支援推進プログラム」（2009 ～ 2011 年度）

主な実施活動・周辺活動 一覧

本プログラムの活動案を立てるに当たり、2009 年

11 月、就活を終えた学生 20 名に「就活をするうえ

で『あったらいいな』と思ったこと」を自由に記述

してもらった。その結果は、概ね以下のとおりであっ

た。

・さまざまな業界・業種のOGとの接触機会（少人数

での懇談会やデータベースなど）がもっとあったら

良かった。

・就活体験を終えた内定者との接触機会がもっとあ

ると良かった。

・面接対策の機会がもっとあると良かった。

・大学まで来ないと情報が収集できない、情報入手

には事前の予約が必要など、現状は利便性に欠けて

いるので、家からでもアクセスできるサービスや

メール配信されるサービスがあったら時間的にも経

済的にも助かった。

・上級生に限定せず、低学年の頃から就活が身近に

感じられるような企画がもっとあったら良かった。

・ほか

これら学生からの声を参考に、以下の活動を計画・

実施した。
①同窓会訪問・情報交換会の開催

・実施年度： 2009、2010、2011

・所用経費： 約 82 千円

在学生・同窓生との連携体制の構築、卒業生（特

に未曾有の就職難を経験した直近の卒業生）への就

職支援のあり方を模索するために、同窓会本部なら

びに支部との直接的な情報交換の機会を計画した。

[訪問実績]

[活動の成果]

・国内外に広がる同窓会支部のネットワークを活用

して、卒業生―特に卒業してまだ日の浅い卒業生―

の就職・転職支援体制の構築を試みたが、支部との

直接的な体制構築よりも、本部を介した包括的な体

制構築の方が効果的だということが分かった。

・一方で、大学生の就職が困難である現状を同窓生

ト面での充実を図っていく。千駄ヶ谷キャンパスに

位置する同窓会との連携を強化させ、就職拠点の双

方での活用等、卒業生への支援体制も順次整えたい。

③ネットワークの発展的構築と強化

本プログラムにより、在学生・卒業生・大学を繋

ぐネットワークが再構築された。ロールモデルであ

る卒業生との接点が増え、在学生は就職活動のノウ

ハウばかりではなく、ライフコースを見据えたキャ

リアプランニングを考え進めていく機会に恵まれた。

今後も就業力の向上のために、このネットワークを

活用し、効果が確認された小規模大学に特性を活か

せる企画を学生の要望に応えながら実施する。

２．今後の計画

これまでのプログラムは、内容を精査しながら継

続して実施する。2012( 平成 24) 年度はキャリア教育

科目の開講、活躍する卒業生を囲む懇談会、カウン

セリングの継続等を行い、学内のプロジェクト等と

の共同企画等を計画している。今後はデータベース

等のソフト面の充実を主眼に、社会の動向も踏まえ、

就職活動のカギとなる情報インフラの整備に取り組

む。成果の確認等、個人情報保護の制約が障害となっ

ている活動にも、粘り強く取り組む。

将来的には、他大学や就職支援業者等との情報交

換や共同企画なども検討していきたい。

就職未内定者への支援策

2011( 平成 23) 年 11 月から採用活動継続企業の開拓

と企業への相談業務のため、本補助事業経費で１人採

用した。合同企業説明会への参加、企業への問い合わ

せ、多様な就職関連サイト等を活用し、４年生向けの

求人を収集、獲得した求人の中から、特に薦めたい求

人情報を速報として週２～３回、未内定者にメール配

信した。求人情報に地域や資格等制限のある場合は、

登録カードを元に個別に電話等で連絡している。内定

報告のない学生には約１ヶ月ごとに電話をかけ、状況

を確認し、求人情報の提供や相談を行っている。１月

以降は２週間に１度程度、連絡を行う。2009( 平成 21)

年度から、就職先未定のまま卒業する者には、卒業時

にメールアドレスを登録させ、大学に来る既卒者向け

求人情報の提供を行っている。

資 料
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に理解してもらう良い機会とはなった。在学生の就

職活動の一翼を担いたいという支部としての申し出

（山口支部、湘南支部）や、個人からの申し出（高

瀬裕子氏、岡島弘恵氏）を受けるに至った。

[来年度以降の計画]

引き続き、継続的に同窓生への情報提供は行う。

新たな活動として、同窓生の職種別データベースの

構築を同窓会と大学が連携して実施・共有すること

となった。このデータベースは、同窓生同士の活用

はもちろん、在学生にも活用する。本活動の成功の

鍵は、卒業生一人ひとりの協力による部分が大きい

ため、卒業生に対しては同窓会総会や同窓会会報に

て、また今春卒業する学生には一同に会する卒業式

予行の場で直接協力を要請した。

★現在作業進行中の業界：公認会計士、弁護士、

医師、大学教員、小学校教員、ジャーナリスト、保

育士、看護士
②就職活動支援のためのイベント開催

(1) 就職活動を終えた４年生とこれから就職活動を

始める３年生との懇談会

・実施年度： 2009、2010

・所用経費： 0 円 （学生ボランティアで実施）

・告知方法： 学内掲示・チラシ、学内電子掲示板、

学内ポータルサイト

就活をはじめる３年生が内定者と懇談できる企画

を開催。少人数で１時間懇談できること、１日に複

数の業種の内定者と懇談できることで、既存の企画

との差別化を図った。

[実績]

[活動の成果]

学生アンケートを参照（資料１） ※2011年に行っ

た３回分についてはアンケートなし

[来年度以降の計画]

(2) の「公開模擬面接」に活動をシフトすることと

し、2010 年度をもって終了した。

(2) 企業の採用経験者を講師にした、就活生のため

の公開模擬面接

・実施年度： 2010、2011

・所用経費： 約111千円

・告知方法： 学内掲示・チラシ、学内電子掲示板、

学内ポータルサイト

ライティングセンターの教員が、事前に選考した

マスコミ志望の３年生４名を順番に面接。そのやり

とりを講師がチェックし、コメントするという形式

で実施。このやり取りは、同じく就職活動を控えた

学生が観覧している前で行われた。

[実績]

[活動の成果]

実際に面接官も経験している社会人から、就職活

動への心構えやエントリーシートの考え方など、さ

まざまなアドバイスを聞くことができ、マスコミ志

望でない学生たちにも役立つ、実践的な内容となっ

た。また、2010 年度に実施した際の被面接者のうち

２名は朝日新聞、共同通信社、NHK より内定を得て

おり、確実な結果につながっている。

■アンケート集計結果抜粋 （オリジナルの集計結

果は資料２）

Q.今回の企画は約に立ったか？

[来年度以降の計画]

2012 年度も継続して実施する。

活躍する卒業生との懇談会

・実施年度： 2010、2011

・所用経費： 約443千円

・告知方法： 学内掲示・チラシ、学内電子掲示板、

学内ポータルサイト、専用広報紙『Career Café』

さまざまな業界・業種の卒業生と接触できる機会

を設けることを目的とし、少人数にこだわった懇談

会を実施した。講師依頼までは事務が担当し、それ

以降の各種運営（事前打ち合わせ、当日の司会進行、

報告書の作成）は、公募したワークスタディーの学

生スタッフが津田梅子記念交流館事務室長の指導の

もとで担当した。

[実績]
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[活動の成果]

上表のとおり、各回、少人数による懇談会を維持

でき、参加者アンケートからも学生が望む企画で

あったことが確認できた。（アンケート結果：資料

３、報告書：資料４、学生作成の学内広報紙『Career 

Café』資料５）

[来年度以降の計画]

2012 年度（平成 24）も継続して実施する。

(3) 活躍する卒業生との懇談会（ゼミバーション）

・実施年度： 2011

・所用経費： 約143千円

告知方法： セミナー担当者へ教授会および書面

での通知（資料６）

「(3) 活躍する卒業生との懇談会」が好評であった

ことを受け、同様の企画をゼミ単位で行う企画を実

施した。オリジナル企画の更なる活性化と、就職支

援推進プログラム委員会だけでは把握しきれていな

い卒業生の発掘を目指した。実施については、各セ

ミナー担当者に資料６のとおり告知を行った。

[実績]

[活動の成果]

上表のとおり短期間に６件の申請があったことか

ら、現場で学生と接する教員のニーズにも合致した

企画であったと分析できる。また、通常版の「活躍

する卒業生との懇談会」と異なり、自らの意思で

OG の話を聞きにきた訳ではないため、学生の新た

な＜気付き＞へとつなげることができた。（報告書お

よびアンケート 資料７）

[来年度以降の計画]

学生、教員ともに好評の企画であったため、2012

年度も継続して実施する。

(4) 朝日新聞見学ツアー （ライティングセンター

企画）

・実施年度： 2011

・所用経費： 0円 （ライティングセンター企画の

ため、本プログラムからの支出はゼロ）

・告知方法： ライティングセンターWebサイト、

学内掲示・チラシ

朝日新聞社で年に４回開催される「朝日新聞社土

曜日見学会」へ参加した。

※ この企画は、本プログラムの経費を用いて実施

した事業ではないが、就職支援の活動の一環であり、

また本プログラム運営委員会のメンバーが実施した

事業である。

[実績]

[活動の成果]

この見学会をきっかけに、ライティングセンター

の大原を軸とした、学生による自主的なマスコミ勉

強会が開催されるようになり、放送局や出版社への

就職につなげた学生もいた。

③manabafolioの導入

・実施年度： 2011

・所用経費： 約800千円

利用者を津田塾生に限定したクラウド型教育支援

システム（manabafolio（株式会社朝日ネット製品））

を導入し、時間や場所を選ばない学習・情報交換の

場を提供した（詳細は資料８参照）。学内では「マイ・

ライティング・ポッド」の名称で利用。

[活動の成果 （活用方法の一例）]

2011 年 11 月に全 3 回、日本語ライティング講座

（単位にならない、課外の連続講座。ライティング

センター主催）「コピーライターの仕事」を開催し、

大広のコピーライター、花岡邦彦氏が講義とワーク

ショップ形式で広告の仕事や、発想の磨き方などを

教えた。受講した学生は 20 名。

講座終了後「花組」と銘打ったコミュニティをマ

イ・ライティング・ポッド内に立ち上げ（メンバー

は学生 20 名、花岡氏、ライティングセンター大原）、

ウェブ上で、学生が講座中に聞けなかった質問をし

たり、花岡氏が広告業界の話や就職活動のアドバ

イスなどを行ったりした。11 月から 2012 年 3 月 13
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日現在まで、約 120 件の投稿があった。

学生にとっては、第一線で活躍する企業人と常に

「つながる」ことができ、不安や悩みにこたえても

らえる、貴重な機会になった。

2012 年 3 月 1 日には「花会」も開催。就職活動

中の 3 年生ら 5 人と花岡氏、ライティングセンター

大原とで懇談する会も開いた。

[開設されているコースやコミュニティ（抜粋）]

・１年セミナー

・国際政治論

・マスコミ勉強会

・活躍する卒業生との懇談会 など

[来年度以降の計画]

2012 年度も継続して利用する。

④企業訪問・インターンシップ先の拡充

実施年度： 2009、2010、2011

所用経費： 約 150 千円

企業訪問をこれまで以上に活発に実施し、企業と

の連携を強め、同時にインターシップ先の拡充を目

指した。過去３年間で複数名の採用実績のある企業

を訪問した。

[実績] 

[活動の成果]

時間的な制約により企業訪問は少数に留まってし

まったが、普段は接触の機会を持つことが難しい関

西方面の企業と接触をもつことができた。

[来年度以降の計画]

就職支援を担当する学生生活課の通常業務の一部

として、訪問およびインターンシップ先の拡充は継

続する。また、現在実施しているインターンシップ

説明会・報告会を内容をより充実したものとして、

低学年から就職を意識させるよう努める。

⑤キャリア教育科目の開講

・実施年度：（2009、2010、）2011

※ 2009、2010 も科目そのものは開講、2011 より

キャリア教育科目となる。

・所用経費： 約5,182千円

正規の課程内に、キャリア教育を目的とした「キャ

リア教育科目」を開設。そのうちの一部を、本プロ

グラムの事業として開講した。

[実績]

[活動の成果]

★を付した科目の担当者報告書を参照（資料 １０）。

これらの科目群は少人数で開講されたものであり、

学生の満足度はきわめて高かった。

[来年度以降の計画]

本プログラム科目として、2012 年度も「テクノロ

ジーコンピテンシー」と「創造的学習活動のための

テクノロジー」を継続して開講する。（「情報と職業」

「日本語ライティングＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ」も本

プログラム外で継続して開講）
⑥キャリアカウンセラーの雇用

・実施年度： 2010、2011

・所用経費： 約1,237千円

卒業を間近に控えた４年生で、就職先が未決定の

学生向けの求人を収集・配信する専門スタッフを、

その時期（12 月～ 2 月）のみ採用し、活用した。（政

府の「経済対策」にもとづく実施）

[実績］

[活動の成果]

この時期は、次年度（３年生向け）の就職支援準

備に入るため、卒業を間近に控えた学生向けの求人

情報収集は手薄となる。これだけの情報を収集・配

信できたことは成果だと思われるが、新規に獲得し

た求人情報に対して学生がどのようなアクションを

起こしたかは、プライバシーの観点から実施しな

かった。

[来年度以降の計画]

政府の「経済対策」を受けて行った事業であった

ことを受け、現状のマンパワー内で同様の事業実施

を調整することとし、２０１２ 年度は追加の雇用は行

わない。
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⑦健康相談、メンタルカウンセリングの充実

・実施年度： 2009、2010、2011

・所用経費： 約3,527千円

厳しい雇用状況のもと、長期化する就職活動を行

わざるを得ない学生のメンタル面の支援を強化し

た。具体的には、(1) 学内のカウンセラーの配置時

間の延長、(2) 外部業者による 24 時間対応のトータ

ルヘルスケアサービスを導入した。

[実績］

[活動の成果]

利用者数については上述のとおり。各サービスに

対する学生の反応を客観的に分析する資料は、プラ

イバシーの観点から入手することはしなかった。

[来年度以降の計画]

学内のカウンセラーによる対面カウンセリングは

2012 年度も同様の時間数配置するが、効果が確認

されたことをうけ、大学の経常的な事業に組み込ま

れることとなった。外部業者への委託サービスは解

約する。

⑧証明書自動発行機の導入

・実施年度： 2009、2010、2011

・所用経費： 約10,168千円

学生の就職活動の機動性を損なわないよう、各種

証明書が即時に発行できる証明書自動発行機を導入

した。

[実績]

2011 年 4 月～ 12 月	 卒業（修了）見込証明書	

発行件数合計  1,017 枚

2011 年 4 月～ 12 月	 成績証明書    発行件数合

計 3,076 枚

※和文・英文合計数

※成績・卒業（修了）見込証明書は成績証明書に含

めた

[活動の成果]

これまで申し込みの翌営業日に発行であった卒業

見込証明書と成績証明書が即日発行できるようにな

り、学生への利便性に資するものであったことが、

利用件数から伺える。

[来年度以降の計画]

効果の高さが確認できたため、大学の経常的な事

業に組み込まれることとなった。

⑨千駄ヶ谷キャンパスでの就職支援体制強化

・実施年度： 2009、2010、2011

・所用経費： 約1,126千円

千駄ヶ谷キャンパスと小平キャンパスとのネット

ワークを強化し、都心でも小平キャンパスと同等の

就職支援を受けられるよう、情報面のインフラを中

心に整備を進めた。

[実績]

■実施した活動

就職活動に学生が自由に使用できる専用 PC の導入

[活動の成果]

予算的な都合により、千駄ヶ谷キャンパスに対す

る本プログラムからの投資は主に専用 PC の導入と

なった。学生が専用 PC を利用して、企業説明会の

合間に情報収集等をできるよう空き教室等を活用で

きるようにした。

[来年度以降の計画]

現状の利用方法は継続するが、それとは別に、千

駄ヶ谷という立地条件や、ホール・会議室を有して

いるという設備的特徴を生かし、同窓生と在学生、

あるいは同窓生同士の情報交換会や勉強会を開催

し、新たなネットワーク作りの場としてさらに活用

していく。

⑩就職支援システムの導入

・実施年度： 2009、2010、2011 （2009、2010年

度はデータ登録とシステム検証に充当）

・所用経費： 約1,126千円

これまでは、大学まで来ないと大学にどのような

求人情報が届いているか分からなかったが、それ

らを自宅 PC からでも検索できるシステムを導入し

た。これにより、いつでもどこからでも求人情報に

アクセスできる環境を整えた。同システムには情報

配信機能があるため、希望にマッチした求人情報の

メール配信や、大学主催の就職支援イベントのメー

ル配信も開始した。2011 年 3 月利用開始。

[実績]
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[活動の成果]

システムの構築に時間はかかったものの、アクセ

ス数は上表のとおり大いに活用されていることが分

かった。

[来年度以降の計画]

本システムを通して求人情報にアクセスする学生

が十分に多いことから、本システムを継続し、大学

の経常的な事業の一部に組み込まれることになっ

た。

⑪就職先未決定者への支援

・実施年度： 2009、2010、2011

・所用経費： 0円

就職先が決まらないまま卒業する学生に対し、希

望者に対しては卒業後もメールにて求人情報を発信

した。

[実績]

 [来年度以降の計画]

2012 年度も継続して実施する。

⑫就職支援に関連する事業活動

■OGトーク

本学卒業生、本学教職員、本学在校生が登録可能

なメーリングリストで、本プログラム委員会のメン

バーである津田梅子記念交流館が運営・管理を担っ

ている。各種情報交換・共有の場となっており、求

人情報等も少なくない件数寄せられている。現在の

登録者数は 680 人である。

■津田塾大学オープンスクール

津田塾大学オープンスクールとは、千駄ヶ谷キャ

ンパスにて開講される児童・生徒・大学生・社会人

といった幅広い年齢の方を対象とした英語講座など

のことで、津田塾大学の長年にわたる研究・実践の

成果を生かしたプログラム内容となっている。本学

学生や卒業生には割引制度もある。

■TOEIC講座

津田梅子記念交流館が企画・実施する就職活動

支援企画の一つ。受講者数は 2009 年度 18 人、2010

年度 25 人、2011 年度 30 人と、毎年増加している。

■ライティングセンター講演会

「書くということと私」連続講演会を年に数回開

催。書くことを職業とするさまざまなジャンルの職

業人（研究者、作家、詩人、ジャーナリスト、翻訳

家、コピーライター等）を講師に招き、「書く」こ

とをめぐっての苦労や喜び、職業観や人生について

語ってもらうことで、学生のキャリア世界への視野

を広め、キャリア選択とその意識を深める機会とし

ている。2011 年度は 2 回開催し、併せて 100 人が

来場した。

●参考：本プログラム運営委員会構成メンバー

学長（委員長）、学長特別補佐、学生生活課長、

千駄ヶ谷キャンパス統括課長、交流館事務室長、研

究支援室長、ライティングセンター特任教授（2011

年度より）、キャリアアドバイザー（2011 年度より、

キャリア教育科目担当者）

●参考：経費比率３年分の総経費

（2011(平成23)年度分は見込み）	 31,120,031円
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評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

本プログラムの進捗過程での情報共有が、十全に

図られている。また、本プログラムの成果について

の自己評価が、本プログラム遂行グループと学外者

を含む当該グループ以外のものとの２段構えでなさ

れており、将来の発展を見据えた自己検証体制が万

全であった。

全学的な就職支援への取組体制を構築するととも

に、そこに、同窓会組織とも連携して、情報提供や

収集のための協力体制を整えたことも、特に優れて

いる点として指摘できる。

キャリアカウンセラーが雇用されたり、外部業者

による 24 時間対応のトータルヘルスケアサービスが

導入されたりするなど、学生の事情に応じたメンタ

ル面の支援の強化がなされた点に特色がある。

加えて、卒業生に対する再就職・転職支援、在学

生と卒業生との相互交流が重視されている点にも本

プログラムの特徴がある。

総　 評

全学的な就職支援への取組体制は盤石である。そ

して年毎に、支援体制・方法・成果の検証を行い、

改善・改良を重ねる中でその継続実施が指向されて

いる。その顕著な特徴を次に述べる。

第１は、当学の就職支援活動は、学長を軸とする

執行部のリーダーシップの下、学生のニーズに耳を

傾けながら、教職協働の営為として効果的に展開さ

れている点にある。

第２は、当学と同窓会が組織的に連携し、在学生

の就職支援を、人的交流、イベント開催等を通じ、

学生の主体性に十分配慮し系統的に実施している点

に見られる。

第３は、上記に関連し、就職支援の対象範囲を卒

業生にまで拡大して、卒業生の希望に沿った再就職

（転職を含む）を成就させるための条件整備がなされ

ている点にある。具体的には、当学の学位課程とは

視察日：2012( 平成 24) 年 10 月 22 日（月）

異なる分野の人材も含めた高度職業人等に係る職種

別データベースを作り、卒業生各人の希望に沿うよ

う、所要の情報やアドバイスの提供を行っているの

がその一例である。

第４は、学外者及び就職支援推進プログラムに直

接関与していない学内者を含む人々を加え、就職支

援の「当初目標」とその成果に係る内部検証体制が

確立され、そこで PDCA の循環サイクルが効果的に

機能しているという点にある。

以上、本プログラムの特徴的な点を述べたが、これ

ら以外にも、キャリア教育科目の充実、インターンシッ

プ先の拡充、「日本語ライティング講座の開催」、公開

模擬面接など、学生の教育ニーズに配慮した多様な就

職支援のための教育的営為が実施されている。

個別事項

社会の多様な分野で活躍する層の厚い「卒業生」
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を人的資源として活用し、大学と同窓会が一体となっ

て就職支援を行い、大きな成果を挙げ得ていること

は、歴史と伝統を誇る我が国を代表する女子大学と

しての強み以外の何物でもない。しかも当学が、単

に卒業生の「人脈」に頼るのではなく、同窓会組織

との組織的かつ強固な連携の下で、同窓会訪問や懇

談会等を行っている点、在学生や卒業生が「就きた

い職業」に実際に就業できるための条件整備を行っ

ている点、などは特筆に値する。

また、在学生が卒業生と触れ合う中で、卒業生と

同種の職業に就くために必要な知識やコンピテン

シーを理解し、そのための「学び」の中身や質を再

認識し、より高次元での人間的成長の機会を得るこ

とができるという点にも、当学の取り組みの有為性

が認められる。その一例として挙げられるのが、当

学が数次に亘って実施してきた「活躍する卒業生と

の懇談会」である。この懇談会に招かれる講師の多

くは、社会の多方面でリーダーとして活躍するフレッ

シュな若者たちである。在学生は彼らの話を聞き、

質疑を行う中で、自分たちが涵養すべき知識やコン

ピテンシーを自覚する。そして、その自覚は、より

高質の「学び」へと昇華する契機となっている。

さらに注目すべきは、上記「懇談会」の企画者が

学生自身であり、同窓会の輪を通じて、彼らが最も

注目する人材を招請し、参加学生共々、主体的にキャ

リア形成の道を切り開こうとしている点にある。「受

け身」の立場からキャリア形成を大学に依存するの

ではなく、学生自身が率先してキャリア形成活動を

行い、それを大学が側面から支援するという津田塾

大学の営みは、各大学のキャリア形成支援活動に対

し、新たな視点を提供するものであることを信じて

疑わない。




